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զࣾͷคମృྉͱ͓໾ཱͪ੡඼
คମృྉ　λϑϩοΫ

��������　คମృྉܕ഑ྀڥ؀ ""(　ڃ γϦーζͷ঺հܕԽߗ
ԭా　ஐ࢘ˎ

զ͕ࣾͷҰԡ͠

�　ロοクϖイントג式ձࣾ　大ٕࡕज़෦　工業グルʔϓ

　ۙ年、ڥ؀΍ԹஆԽに対するҙࣝが強くなっている
中、ฐࣾでは 4%(T ΁の取り૊みに஫ྗしております。
VOCݮ࡟をλʔήοトに2020年よりCMFBS 4LZαϙʔ
λʔにも参Ճし、5 年間で໿ 50％の VOC ࢦを໨ݮ࡟
します。そのୡ੒खஈのҰつとして、工業用塗料分野
では粉体塗料։ൃの強Խをਤっており、ڥ؀ෛՙ低ݮ
にޮ果のある )"" ೳੑ付༩を進めておػ΁のܥԽߗ
ります。
　)"" Խ型粉体塗料のಛ௃として、低Թߗ 160ˆで
のߗԽがՄೳであることにՃえ、ൃش੒分がਫのみで
あることからڥ؀に༏しいߗԽܥとなっております。
さらにϙϦエスςルथࢷベʔスでߏ੒されているので
଱ީੑも良く日ޫによる変৭΍ԒҾけもىこりにくい
҆ఆした塗ບがಘられます。
　本ߘで঺հする様ʑなڥ؀഑ྀ型粉体塗料 )"" ߗ
Խ型γϦʔζ製品を௨じ、お٬様のڥ؀対Ԡ΍生産ੑ
向্のお໾にཱつことができれ͹とظ଴しておりま
す。

̍ɽ௒ඒহੑ )"" คମృྉܕԽߗ
　本製品はʮඒしい্࢓がり֎؍ʯʮԒফしʯʮ༏れた
塗૷࡞業ੑʯを合わせ࣋った超ඒহੑϙϦエスςル粉
体塗料であり、従来の )"" Խ型粉体塗料に比べてߗ
がඈ༂的に向্しており、ΦフΟス用߯製؍֎り্࢓
Ո۩΍ύʔςʔγϣンࡐݐ౳のߴいඒੑ؍が要ٻされ
る用్に最దとなる製品です。࠾用におけるϝϦοト
を下記に記載します。
ᶃ༹ࡎ塗料とଝ৭ないඒੑ؍

Խ଎度とフロʔੑのόランス調੔によりൃ現ߗ　
させたඒহ֎؍をಘることができます。従来品は
塗ບ֎؍のラウンυが໨ཱつのに対して超ඒহੑ
粉体塗料はラウンυもなく、ߴฏ׈をൃ現した塗
ບ֎؍となります（ਤ̍）。

ᶄ焼付低ԹԽ、୤ष࿍ఀࢭによるエωルΪʔコスト、
CO2 ഉग़量ݮ࡟
　160ˆ焼付がՄೳとなり従来のϙϦエスςルウレ
λンߗԽ型塗料からの੾りସえで 20ˆの焼付Թ度
低ݮがՄೳとなりཧ論計্ࢉ、໿ 20％の೩焼Ψス
からഉग़ݮ࡟ CO2 も 。されますݮ࡟20％
　Ϡχがൃ生しにくいಛ௃を׆かし、୤ष࿍の使
用をఀࢭすることで、さらなる೩焼Ψスݮ࡟が行
えたお٬様もおられます。

ᶅ塗料使用量ݮ࡟、生産ੑ向্
　塗料の付きճりに༏れ、かつߴӅณであることか
らബບԽによる塗料使用量の低ݮおよびิਖ਼࡞業࡟
଴されます。଱ԫ変ੑにも༏れており、ன໷ظがݮ
のラインఀޙࢭでも҆ఆした৭差ޫ୔をҡ࣋するこ
とができます。ۭきϋンΨʔのݮ࡟から生産ޮ཰の
大෯な向্につながります。࣮੷では 10％の塗料
使用量10、ݮ࡟％の生産ੑ向্が行えた事ྫもあり
ます。

ਤ̍　ృບฏੑ׈ൺֱࣸਅ

ਤ̎　ృྉ 1 LH ͋ͨΓͰͷ޻ఔผ $02 ഉग़ྔൺֱ
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ᶆࡐݪ料から塗ບ形੒までのトʔλル CO2 ݮ࡟
　焼付ラインだけではなく、ࡐݪ料۷࠾から塗料
製଄そして塗૷製品׬੒までҰ࿈のϓロηス全体
でൃ生するトʔλル CO2 のݮ࡟が行えます。
　ΞクϦルϝラϛンߗԽ型焼付塗料をج४とした
৔合、同じ 160ˆ焼付Թ度でも )"" Խ粉体塗料ߗ
では最終的に 25％の CO2 ഉग़量ݮ࡟となります。
　ਤ̎に工ఔผ CO2 ഉग़ׂ合をࣔします。（ΞクϦ
ルϝラϛンߗԽ型焼付塗料を 100 とԾఆ）。

̎ɽߴ଱ީ )"" คମృྉܕԽߗ
　従来のϙϦエスςルウレλンߗԽ型ߴ଱ީ粉体塗料
΍ΞクϦルܥ焼付塗料とଝ৭ない଱ީੑを༗しており
ます。ۙ年ではݐங資ࡐ΍഑ి൫分野での需要がߴく
なってきており、Ԓ༗から൒Ԓまでޫ୔調੔がՄೳと
なっております。塗ບの長ण໋Խにより製଄からഇغ
΁のαイクルが長くなることで、最終的には資ݯの࡟
そしてݮ CO2 のݮ࡟につながります。
　ਤ̏ɺ̐に従来のߴ଱ީϙϦエスςルウレλンߗԽ
型粉体塗料との଱ީੑݧࢼ結果をࣔします（/7 グレʔ
。（৭ Ԓ༗ࣅۙ
　ԭೄݝ඿比Յౡമ࿐ݧࢼでは̎年経աޙでも 70％
以্のޫ୔อ࣋཰を༗しております。ଅ進଱ީੑにお
いても 2500 間において࣌ 90％ۙいޫ୔อ࣋཰をҡ࣋
しております。

̏ɽः೤ੑߴ଱ީ )"" คମృྉ　։ൃ඼ܕԽߗ
ೳを付༩したλイϓをػしつつः೤࣋଱ީੑをҡߴ　
։ൃしております。
　౰ࣾ、ݐங塗料γϟωπロοク΍ं྆用塗料ϋイ
ロοク &CO γϟωπでಘられたಠࣗの日ࣹ൓ࣹٕज़
により、԰ࠜ用ߴ日ࣹ൓ࣹ཰塗料૬౰の日ࣹ൓ࣹ཰を
༗するとともに、ः೤ੑについてはࣨ಺Թ度で 5ˆ以
্の低ݮがՄೳとなります。ݐங資ࡐにӡ用すること
でՆ季におけるエΞコンిྗが཈੍されます。ૢ 、൫࡞
഑ి൫用్ではిثػࢠ෦品に対する೤ྼԽ཈੍もظ
଴されます。
　ਤ̑にてଠཅޫ下でのԹ度比ֱ結果を、ਤ̒にて
αʔϞグラフ૾をࣔします（ロοクϖイント大ࡕ本ࣾ
԰্　ؾԹ 27ˆ　੖れ、コンςナ໛型、/7 グレʔۙ
。（৭　Ԓ༗ࣅ
　௨ৗ࢓様にて԰ࠜのԹ度が 65ˆまでにୡしたのに
対しः೤࢓様では 57ˆと 8ˆ཈੍されております。ࣨ
಺Թ度についても同様に 8ˆ཈੍されております。

̐ɽە߅ )"" คମృྉܕԽߗ
　౰ࣾە߅粉体塗料は医療関係෦品΍ళฮ用৯品௠
ྻ୨、ྫྷଂྫྷౚݿなど෯޿い分野でごར用いただい
ております。コロナ禍よりӴ生໘վળを໨的とし、Ұ
ൠ的な工業製品においてもە߅΁の࢓様変ߋがൃ׆に
なっております。現在、Ӵ生࢓様製品としてە߅以֎
にもインフルエンザ΍ϊロウΟルスなどに対する߅
ウΟルス製品の։ൃ及びఏҊ׆動を行っております。
　ਤ̓にੑە߅ೳをࣔします（ϗワイト　Ԓ༗）。߅
஋がੑ׆ە߅ඪとしてはࢦ果のޮە߅Ճ工製品のە
2.0 以্とされております。

̑ɽҙঊੑ )"" คମృྉܕԽߗ
　ۙ年、様ʑな分野にてαςン໛様製品の需要が૿え
ております。このαςン໛様付༩については従来のथ
をؚめܥԽߗࢷ )"" Խ型でもՄೳとなっておりまߗ
す。౰ࣾαςン໛様粉体塗料の長ॴとしては໛様΍֎
ݮԽԹ度΍ບްのґଘੑがগなくෆ良཰低ߗに対し؍
がظ଴されます。さらにはフルϚοトϒラοクαςン
ධで、߯製Ո۩分野޷が؍֎感のあるڃߴ様では࢓
΍ݐங資ࡐ分野でのҾき合いが૿Ճしております（ਤ
̔）。ਤ̏　ԭೄݝ඿ൺՅౡ　԰֎മ࿐݁ݧࢼՌ　ޫ୔อ࣋཰

ਤ̐ ଅਐ଱ީੑݧࢼʢΩηϊンウΣβーϝーλー ��8　
ޫ୔อ࣋཰ʣ ਤ̑　ଠཅޫԼ　Թ౓グϥϑ
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ਤ̔　ϩοΧー໛ܕ　ϑϧϚοτϒϥοΫαテン༷࢓

ਤ̒　ଠཅޫԼമ࿐αーϞグϥϑィー૾ൺֱ

ਤ̓　݁ݧࢼੑە߅Ռʢ+*4 ; 2��1　େ௎ەɺԫ৭ϒυウەٿʣ

　ಛ௃的な໛様については、थߗࢷԽܥがҟなります
がϦοϓル、スウΣʔυ、スωʔク໛様も取りଗえて
おります。

̒ɽ αεテΠφϒϧ )"" คମృྉ ։ൃ඼ܕԽߗ
　஍ٿԹஆԽ๷ࢭ向けて、これまでの大量生産・大量
ফඅ・大量ഇغから॥؀ࣾձ΁のస׵が必要と言われ
ております。これは塗料に対しても同様であり、࠶生
資ݯなどをಋ入することでڥ؀ෛՙを低ݮしたαスς
イナϒル塗料の։ൃを໨ࢦしております。
　αスςイナϒル )"" Խ型粉体塗料として下記̎ߗ
種のख๏を取り入れました。

　�.1　όΠΦϚεคମృྉ
　২෺੒分΍৯品ഇغ෺などのόイΦϚス༝来ݪ料
を塗料中に 10％以্༗しております。こちらもԒ༗
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から̐分ԒまでのԒ調੔ならびに様ʑな塗৭にも対
Ԡできます。塗ບੑೳ΍塗૷࡞業ੑについても従来の
)"" 、Խ型粉体塗料と比べଝ৭はありません。またߗ
現在։ൃ中ではありますが 15％以্のόイΦϚス੒
分ಋ入品もઃఆしており、現在όイΦϚスϚʔク٭஫ 1）

取ಘ׆動を行っております。

ੜ࠶　2.�　 1&5 คମృྉ
　1&T Ϙトルなどからൃ生するഇغ 1&T をέϛΧル
ϦαイクルしたϙϦエスςルथࢷを用いております。
։ൃ中ではありますが塗料中の࠶生 1&T ཰は 10％を
༗しております。まだ塗ບ෺ੑ౳վ良が必要な఺は見
られますが、お٬様のご要๬に対しվ良を行ってまい
ります。

͓ΘΓʹ
　౰ࣾはお٬様の多岐にわたるχʔζにॊೈかつਝ଎
にԠえ、ຬ଍度のߴいαʔϏスおよび製品のఏڙを強
みとしております。今ճご঺հしたҰ෦ػೳੑ製品に
ついては従来のߗԽܥ塗料はもちΖんのこと様ʑな塗
৭・ޫ୔にも対ԠがՄೳとなっております。さらに、
ご঺հした製品以֎にもご要๬があれ͹、お٬様と
製品։ൃの取り૊みも行っております。粉نಇで新ڠ
体塗料のࠃ಺ࢢ৔はまだまだ੒長のՄೳੑをൿめてお
り、ڥ؀഑ྀ型粉体塗料がきっかけとなり、お٬様を
௨じて࣋ଓՄೳなࣾձ࡞り΁ݙߩしていきたいと考え
ております。

஫٭ 1）Ұൠஂࡒ๏ਓ༗ػ資ڠݯձよりൃ行
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2�2� ೥ʢྩ࿨ 2� ྩ࿨ 3 ೥ʣ౓ΛৼΓฦͬͯ
ʢ2�2� ೥ � ݄ʙ 2�21 ೥ 3 ݄ɾ࢈ܦ౷ܭΑΓʣ

τϐοΫε

　2020 年初めに到来の新型コロナウイルス感染症
（COVIT 19）は 2021 年に入っても日本は勿論です
が、全世界的に猛威をふるっています。日本におい
て 2021 年 2 月から始まった（最初は医療従事者向け）
ワクチン接種が進み早く終息すると良いのですが、今
年いっぱいはかかりそうな状況です。また、進んだと
してもインフルエンザ同様長いお付き合いになりそう
な感じです。
　2020 年（暦年 1-12 月）については春季号で述べま
したので、この号では年度における全塗料と粉体塗料
のここ 10 年間の推移をご報告するのみに致します。
　暦年では全塗料生産量 148.6 万トン（対前年比
90.3％）、粉体塗料生産量 3.82 万トン（同 95.7％）、全
塗料販売量 156.5 万トン（同 91.4％）、粉体塗料販売量
4.58 万トン（同 95.5％）でした。
　年度で見ると、全塗料生産量 141.8 万トン（対前年
比 91.2％）、粉体塗料生産量 3.76 万トン（同 93.4％）、
全塗料販売量 156.1 万トン（同 92.1％）、粉体塗料販
売量 4.57 万トン（同 95.6％）という結果で暦年と年度
の差はほとんどありませんでした。
　コロナ禍の影響は 2020 年、21 年と大変大きなもの
があり、幾分良くなってきたとは言え、現在進行形で
す。塗料業界は塗料を使用する業界がコロナ禍の影響

を強く受ける業界、それほどでもない業界、コロナ需
要のある業界と多岐にわたっていることから、全体と
しては中庸である。

　以下、ここ 12 年の年度（4-3 月）における全塗料と
粉体塗料の推移です（ਤ̍ɺ̎をご覧下さい）。
　全塗料における生産量・販売量共にコロナの影響は
大きく、かなりの落ち込みがグラフから見て取れる。
　粉体塗料においても 2014 － 2018 年レベルまで低下
している。　
　2015 － 2018 年は生産量と販売量の差が 1 万トン超
えしていたが、2019 年以降 2014 年レベルの 1 万トン
以下に戻っている。コロナの影響かどうかはこれ以降
の動向を見極める必要がある。

　巻末に参考資料として下記を掲載する。
1. 年度（参考で暦年も添付）の粉体塗料及び全塗料の

生産量・販売量の推移（表形式）
2. 工業用焼付塗料分野における 2019 年以降の生産量

と販売量
3. 塗料に関係する主な工業製品業界の 2019 年以降の

状況調査（経産統計生産動態統計調査より）

ਤ̍　คମృྉੜྔ࢈ͱશృྉੜྔ࢈ͷਪҠ　೥౓ʢສτンʣʢંઢɿશృྉɺ๮ɿคମృྉʣ
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ਤ̎　คମృྉൢചྔͱશృྉൢചྔͷਪҠ　೥౓ʢສτンʣʢંઢɿશృྉɺ๮ɿคମృྉʣ

ͱൢചྔͷࠩʢτンʣྔ࢈ੜ　̍ߟࢀ
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東京営業一課：03-3278-4800 北関東営業所：028-662-7641 大阪営業所：06-6386-6132 九州営業所：093-631-7464
東京営業二課：03-3278-4562 名古屋営業所：052-823-1751 北陸出張所：0766-26-5131

ｸﾗｳﾄﾞ管理

予防保全可
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２０２０（令和３年）４月－（令和３年）６月の主な組合活動報告

（１） 第１０１回理事会  ２０２１（令和３）年４月１２日（月） １３：００－１５：００

    「インターネットによるオンライン会議システム使用（Google Meet）」

  理由 ： 新型コロナウイルス感染症対応      

  参加人数 ： 理事１５名中１０名本人出席、監事３名中２名本人出席

（本人出席については全員オンライン上での参加）

〔議事内容及びその決議結果〕（概略）

1) ２０２１年１‐３月組合報告（事業報告書内１‐３月分より）

   ・ 組合員退会 ： ㈱沖山製作所 （２０２１年３月３１付）

            組合員数 ５０社 ⇒ ４９社に

   ・ 粉体塗装研究会 ： 退会 ２社（年間会員）

     年間会員 ３１社、資料会員 ４７社、特別会員 １３社

その他資料送付団体 ５

   ・ 組合活動報告 ： 第２５期事業報告書案にて一括報告。

2) 議案関係      

   ・ 第１号議案 ： 第２５期事業報告書（案）報告の件

      記載ミス・記載方法の変更修正３件、支部報告での年号記載方法の統一。

    ・ 第２号議案 ： 第２６期事業計画（案）報告の件

     ５G等の略式をきちんと表示、記載ミス１件、理事で同姓の方の表示方法、ヨシ

モトポール㈱の賦課金見直しによる減収分の予算案修正

（承認決議） １-２号の提案に対して、理事会では修正・変更を踏まえた上で全員一致

の承認が得られた。

  3) 役員改選に伴う選出案について

     大坂理事の今期をもっての退任表明により、高橋（正）監事を理事に推薦すること

       で一致。監事は３人から２人に。

   4) 第２５回総会日と方法について

     ５月２４or２５日の提案後、２４日にて決定。方法はリモートによるネット総会

          にて実施。基点は㈱三王本社から実施する。（渡邊理事長と高橋理事と福田の三

     人が同所に集合）

次回は総会の中で第１０３回理事会を実施する。（三役選任）

  第１０４回理事会は９月に実施する。（基本リモートによるネット理事会）

（２）第２５回総会  ２０２１（令和３）年５月２４日（月） １３：１５－１４：１５

  「インターネットによるオンライン会議システム使用（Google Meet）」

理由 ： 新型コロナウイルス感染症対応      

  開催場所  ： 東京都台東区谷中２－６－２９ ㈱三王本社

  参加人数 ： 本人出席  １０名 （インターネットによるオンライン会議システム

使用）、２名：㈱三王本社に集合、８名：リモート参加（内７名は書面

決議書も提出）、本人出席、リモート参加以外の書面決議出席２８名

合計３８名（過半数は２５）

組合便り １
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（承認決議）

・ 第１号議案 第２４期〔２０２０（令和２）年３ 月期〕報告書、財産目録、貸借

対照表、損益計算書及び損失処理案承認の件   賛成３８で可決（過半数２５）

  ・ 第４号議案 第２４期事業計画（案）及び収支予算（案）承認の件

賛成３８で可決（過半数２５）

  ・ 改選による役員選出

    定款に定める範囲内の理事１５名、監事２名の改選をしたき旨を議長が述べ、定

款に沿って選考された結果、３８名の賛成にて下記の通り可決された。

    理 事 渡邊 忠彦、板橋一博、久、長谷川智久、前島靖浩、福田良介、新井 裕喜、

         岩村 晃治、小澤 洋一、片山 智彦、社本 吉正、高梨 裕幸、高橋 大、

               高橋 正、福田 訓之、村田 晋

       監 事 近藤旭、榛葉 幸宏

（監事が報告した会計に関する議案又は決算関係書類に関する調査の結果の内容の概

要）

監事近藤 旭より財産目録、貸借対照表、損益計算書及び損失処理案は法令及び定款

に従い表示され、適合しているものと認める旨の監査報告があった。なお監事 近藤

旭から同時に「当協同組合の監事は定款第28条（監事の職務）に定めるところによ

り、監査の範囲が会計に関するものに限定されているため、業務監査権限を有してい

ない」旨の報告があった。

以上をもって第２５回通常総会の議案全ての審議を終了し午後１４時１０分閉会。

（３） 第１０３回理事会（三役選任） （第２５回総会の中にて実施）

２０２１（令和３）年５月２４日（月） １３：５０－１４：００

参加人数 ： 理事１５名中９名本人出席、監事２名中１名本人出席

             理事の本人出席については㈱三王にて３名、６名はオンライン上での参

加、監事はオンライン上での参加

互選の上、三役は下記にて決定された。

     代表理事（理事長） 渡邊  忠彦

副理事長   板橋  一博（理事長補佐）、 長谷川 智之（関西支部長）

前島  靖浩（中部支部長）

専務理事   福田 良介（事務局）

（４） 組合への新規ご入会

       BS＆Bセイフティ・システムズ㈱

         代表者名： Gunnar Svensson（カントリーマネージャー）

ご担当 ： 長森 崇展 （セールスMg）

住所  ： 神奈川県横浜市神奈川区守屋町３－１１SGリアルティ横浜４F南

防塵爆発防護機器並びに圧力関連機器の設計、製造、販売をされています。

５月２８日付で申込書を受理。

（５） 「パウダーコーティング」誌

・ ２０２１春季号発行  ４月２３日付

   ・ 編集委員会（兼粉体塗装要覧第５版編集会議） ４月１３日
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（６） 粉体塗装研究会セミナー

   ・ ２０２１－２セミナー（４月）  コロナ禍により中止に

     ・ ２０２１－３セミナー  ６月２２日（火）リモートにて実施。（㈱三王粉体事業

所よりZoom ウェビナーシステム使用）

   講演は戸﨑産業㈱様、㈱ヒバラコーポレーション様、㈱コーレンス様

    ３２社５４名の方から申し込み依頼を受けた。

（７）ＩＰＣＯ〔国際工業塗装高度化推進会議〕  ４月９日、４月１６日（兼IPCO Study）

５月２８日（臨時役員会）

６月１６日（総会－書面決議書にて実施、及び事業説明会） 以上、高橋理事、福田

   

（８）他団体の会合に関して

   ① 全国中小企業団体中央会（全中）及び一財）日本エルピーガス機器検査協会ISO

審査センター審査登録運営委員会は書面審査となりました。

   ② 日本塗装機械工業会（CEMA）総会  ６月１８日  リモートにて参加

（参考資料）

  １．第２５回総会議事録

  ２．第１０２回理事会議事録

  ３．第１０３回理事会議事録
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